
中学校第１学年美術科学習指導案 
                                                日時 平成２５年１１月２９日 
                                                指導者 教諭 髙木 善輝 
 
１ 単元名 「文様 飾りの小宇宙」（光村図書 中学校美術１） 
  
２  単元について 
（１）ねらいについて 

現在、私たちの日常生活の中で、コンピュータ・グラフィックス（CG）を目に

する機会が多くなってきた。それにつれてコンピュータに対する生徒の興味関心

も高くなってきている。コンピュータを使ってのデザイン指導をすることによっ

て、デザインや配色についての興味関心を引き出すことにもつながるのではない

かと考える。また、「ふるさと高森の誇り」をテーマに制作を行うことで、制作

への意欲や作品、地域への愛着にもつなげたい。 
 

（２）生徒の実態について 
 
  ※ 省略 

 
（３）指導にあたって 
  ○ タブレットＰＣの操作のしかたについては、様々な表現方法の作品を掲示し

たり、デジタルテレビに拡大表示して鑑賞したりできるようにするなど視覚に

働きかけることにより、その多様性に気付かせ、生徒の学習内容への興味・関

心を高める。 
  ○ 本時の学習課題を黒板に示し、それを自己評価カードに記入させることで、

本時の学習内容の見通しと意欲を持たせるようにする。また、生徒独自で前時

の反省などをもとに個人目標を設定することで、意欲につなげる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
３ 単元の目標 
○身近なものから文様を見つけ、その意味、形や色の多様性に気付くことができる。 

 ○形や色の組み合わせを工夫して構想を練ることができる。 
 ○主題から受けたイメージをもとに、形や色で表現することができる。 
 ○自他の作品のよさや美しさを感じ取り味わい、作品を大切にすることができる。 

ＩＣＴ活用のポイント 
①教師の活用 
・導入の課題提示において、デジタルテレビで実際に作業を行いながら提示し、

作業手順を分かりやすく説明し、本時の課題に対して理解を深めさせる。 

②生徒の活用 

・タブレットＰＣを利用して作品制作を行い、班で画面を見ながら意見交換を

し、配色の変更などを行うことで思考を深めさせる。 

 
 

 
 



４ 単元の評価規準  
関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 
美術の創造活動

の喜びを味わい、

表現や鑑賞の能

力を身につける

ために、主体的に

学習に取り組も

うとする。 
 
 

感性や想像力を働

かせて、感じ取った

ことや考えたこと、

目的や機能などを

基に豊かに発想し、

形や色彩の構成な

どを工夫し、心豊か

な表現の構想を練

っている。 

感性や造形感覚など

を働かせて、形や色

彩などの表し方を身

につけ、意図に応じ

て材料や用具を生か

したり、制作の順序

などを考えたりし、

創意工夫して表して

いる。 

感性や想像力を働かせて、

造形的なよさや美しさ、作

者の心情や意図と表現の

工夫、生活の中の美術の働

きなどを感じ取り見方を

広げたり、美術文化の特性

やよさに気づいたりして

いる。 
 

 
５ 指導計画及び評価基準（１１時間取扱い） 
時 学習活動 指導上の留意事項 関 発 技 鑑 評価基準・評価方法 
１ 
 

１ｈ 
 
 
 
 

・様々なモチーフや

形の文様を見て、

その意味などを

考える。 
・本題材の課題や制

作の流れを知る。 
 

・様々な資料を提示

し、モチーフ自体

やその形・意味の

おもしろさに気づ

かせる。 
・制作の流れを確認

させる。 
 

  
  
○ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

様々な文様の形

や意味のおもしろ

さに気づき、作品制

作の手順を理解す

ることで、制作に対

する意欲を持って

いる。【観察・ワー

クシート】 
２ 
 

３ｈ 
 
 
 
 
 

・「ふるさと高森で

誇れるもの」とい

うテーマから自

分の作品のテー

マを設定し、文様

の形を考える。 
 
 
 

・モチーフ自体のお

もしろさ、形の省

略や強調など文様

を工夫する点に気

づかせる。 
・おもしろさや美し

さのある文様にな

っているか確認さ

せる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
○ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分のテーマを

設定し、テーマに沿

って単純化や強調

を用いてアイデア

を考えている。 
【観察・スケッチブ

ック】 
 
 

３ 
 

３ｈ 
本時 
3/3 

 

 

 

・タブレットＰＣを

使って形を作る。 
・配色を考えて彩色

する。 
 
 
 
 

・タブレットＰＣの

操作でつまづきが

ないようサポート

する。 
・形、色それぞれ完

成した時点で、班

で意見交換を行わ

せる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
○ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

タブレットＰＣ

を使って、学習した

ことを生かしなが

ら、テーマのイメー

ジを表現するため

の形づくりや配色

をしている。【作品

・ワークシート】 



  
 
 
 

・班で活発な意見交

換が行えるよう

に、鑑賞のポイン

トを明示し意見交

換をさせる。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

３ 
 

２ｈ 
 

・用途を考え、文様

の向きや形、色の

変化をなどを工

夫しながら配置

を行う。 

・様々な用途の具体

例を提示して、イ

メージを強く持た

せる。 
 

 
 
 
 
 

  
 

 
 
 

  
○ 

 
 
 

 
 
 
 
 

使う目的や意図、

場所などについて

考え、文様の配置を

考えている。 
【作品】 

２ 
 

２ｈ 
 
 
 
 

・相互鑑賞会を行う

とともに、自分の

制作を振り返る。 
 
 
 
 

・これまでの制作の

流れをお互いがふ

り返られるよう、

スケッチブックや

ワークシート、作

品を全て提示して

鑑賞できるように

する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
○ 

 
 
 
 
 
 

自分や友達の作

品、参考作品のよさ

をいくつか発見し

ようとしている。 
【ワークシート】 
 
 

 
 
６ 本時の展開 
（１）目標  友達からの意見を参考に配色を工夫し、テーマがよく分かる文様を作

ることができる。 
（２）展開 
過

程 
学習活動、主な発問（T） 

予想される生徒の反応（S） 
指導上の留意点・評価 

備考 

ICT活用 

 
導

入 
10

分 
 
 
 

１ 本時の学習目標を知る。 
（１）前時を振り返り、本時の学

習に向けて意欲を高める。 
 
 
（２）活動の手順を理解し、課題

解決に向けて意欲を持つ｡ 

○自己評価カードへの記入と各 
自の目標の発表を班ごとに行 
わせる。 

 
 
徹底指導 （ポイント） 

○活動の手順を実演しながら説

明し、課題解決への意欲を持た

せる。 

自己評価 
カード 
 
 
 
タブレット 

ＰＣ 
 

配色を見直し、テーマがよく分かる文様を作ろう。 



展

開 
35

分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 課題に取り組む。 
（１）班の中で１人ずつ作品を見

せながら発表し、意見交換を

する。 
 
 
 
 
 
 
（２）アドバイスをもとに再度配

色を考えて作品を完成させ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）後片付けをする。 

能動型学習 （ポイント） 

○配色についての自分の考えを

ワークシートにまとめさせ、そ

れをもとに発表させる。 
 
○友だちの作品の工夫点に気付

いたり、友だちからのアドバイ

スを聞いたりしたことを自分

の制作に生かすように促す。 
 
○変更した際は、個人フォルダに

上書きせずに保存し、変化の過

程を残しておくようにする。 
○主題のそれぞれの部分から感

じる色に近いイメージの色で

彩色させる。 
 
 
 
 
 
〈B基準に達していない生徒への手立て〉 

○再度個別指導を行い、作品を１

つ完成させる。 
○作業の速い生徒には、完成作品

を保存し、別課題で２つめの構

成にチャレンジさせる。 
○作品を保存したか確かめさせ

る。 

 
タブレットＰＣ 
ワークシート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま

と

め 
 
５

分 
 
 

３ 本時の自己評価をする。 
（１）自己評価カードを書く。 
 
（２）次時の学習について説明 

を聞く。 
 

○感想を書かせることで、本時の

学習で感じたことや考えたこ

とをまとめさせ、深めさせる。 
○本時の学習を整理し、今後の制

作へとつなげる。 
○作品を個人フォルダに保存し

てシャットダウンさせる。 
 

自己評価 
カード 
 
 
 
 
 

 

◆創造的な技能（作品） 

友達の意見を参考に、テーマがよく分

かる文様を作ることができる。 

【言語活動】（設定の意図） 

自分の意見と他者の意見

を比較、検討することがで

き、思考を深めることがで

きる。 


